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論 文 内 要 の 要 旨

甲間子理論は, 核子間にはたらく核力を説明するために発見されたものであるが, これが定量的に も正

しい ものであるかどうか とい う問題は近年に至 るまで確かめられていなかった｡ その理由は, 核子間の距

離が中間子の Com pton 波長以下になった場合に, 現在の場の理論が どこまでなりだつかとい う基本的な

問題とか らんで くるためであった｡ 近年, 武谷三男氏を中心とする核力の研究グループはこの間題を分析

し, 核子間距離が中間子の Com pton 波長以上のところ, すなわち, 現在の場の理論が疑義なく成 り立つ

街域には, 中間子論の結果をそのまま用い, Com pton 波長以下のところは, これをまた二つの領域に分

け, 核力が非常に近づいたところでは全 く現象論的な核力を用い, 中間子理論がなりたつと考えられる額

域 との中間では, 中間子理論から得 られる結果の うち定性的な部分だけを用いるとい う方法で, まず, 低

エネルギー蘭域の問題を数値的に詳しく検討し, 中間子理論の定量的な裏付けを行なった｡ さらに, かな

り高エネルギーの核子間衝突の実験事実 も, 同じ核力を用いて矛盾なく説明し得ることを示して, 中間子

理論の信額性を確立するようになった,

玉垣良三は, この研究グループの中で活躍した重要なメンバーの一人であるO 多 くの参考論文 (注1-5 )

症, この研究組織の中で, 彼がどのように倣いたかをものがたってお り, 主論文は, その中で彼が独自の

仕事 としてとりあげた部分が収められている｡

主論文の内容は, 比較的高エネルギー額域 (150 M ev) における核子一核子散乱を核力グループの研究

方針にそって分析した ものであって, とくに, I ) 外部の中間子理論の適用範囲の額域における強いテy

ソルカの影響, ‡) 中心に近いところでのhard core塾の強い斥力の影響について検討したものである｡

前者は, 中間子理論からの帰結 として要求される性質であるが, この特徴は, 高エネルギーの散乱の問題

において も, 低エネルギー額域の場合 と同様に, 重要な役 目をになうものであることが示 された｡ また,

中心部介における強い斥力は他の現象からも期待されていたものであるが, 高エネルギー散乱においても

実験事実に適合する結果を与えることが示 された｡
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以上, 一見 きわめて当然の結果であるように見えるが, この結論を着実な基礎の上にたてるためには,

朝当慎重に用意された基歴的研究が必要であるo 事実, 同じ問題を外国の諸学者が取 り扱っているが, 結

果は必ずしも一致せず, むしろ, 中間子理論からは出てこない特異な力, たとえば, 強いスピンー軌道力

のようなものが必要であるとい うようなことが主張されている｡ これらの結果は, 中間子理論を過信して,.

この理論から出る核力を核子が非常に接近したところまで通用する結莱, 逆に, 中間子理論とは異質的な

ものを附加的にもちこまねばならなくなるとい うような方法論的混乱に起因しているようであるO この点

に開し, 玉垣良三の研究は, 共同研究者とともに行なった多くの基礎的考察の上に立つ, しっか りした分

析方法によって行なわれた点ですぐれており, その結果の信頼性が高い｡

以上に述べたことから見て, 主論文は, わが国の一連の核力研究の成果の中で も重要な位置をしめるも

のと思われ る｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

主論文は, 高エネルギー領域 (150 M ev) における核子一核子散乱を中間 子論的核力を用いて分析した

ものである｡ この領域における散乱の問題については, 今まで現象論的検討がなされているものが多 く,

正統的に核力の問題 としてとりあげたいくつかの外国の研究においてち, 方法論的混乱のために, 中間 予

理論 と著しく矛盾する結果が出されていた｡ 玉垣良三は, 核力の問題をその共同研究者とともに早 くより

手がけており, 主 として, 低エネルギ一顧域において成功した核力の中間子論的考案の成果をこの領域に

拡張して, 着実な方法によって散乱の実験を分析 し, このエネルギー儀域においても, 中間子理論が用い

られるばか りでなく, その特徴である強いテンソル力が大 きい役 目を演じていることを示したO この研究

成果は, 核力の中間子理論の発展に寄与するところが大である｡

参考論文その- よりその四までは, 同じく中間子論的核力の問題を各方面より検討したものである. そ

の内, その- (注1)は, 中間子理論の二次の摂動であらわれる核力が低エネルギーおよび中エネルギー顧域

において決定的役割を演じることを周到に推論したものであって, わが国における核力の共同研究の一つ

の基礎を与えたものであるO その二 (注2), その三 (注8)は, 中間子論的核力によって重水素核の結合, 低

ェネルギー核子衝突の問題を詳しく分析したものであって, とくに定量的な考栗よ】り, 核子と中間子易 と

の結合常数 を精密に定めたことは, 中間子理論の発展に大 きい寄与であったといえる｡ その四 (注4=)は,

比較的高エネルギー(18.2 M ev)の核子一核子衝突にまで中間子理論の適用を拡張した ものである｡

参考論文その五 (注5)は, わが国で行なわれた核力理論の発展の総合報告であって, 玉垣良三が, その享を

同研究者たちと協力して完成した綿密な報薯であるC この報告は, 彼 らの着実な研究方針にしたがって,

この複雑な問題を如何に処理してきたかを示す興味ある論文であって, その重要さはすでに高 く評価され

ている｡

要するに, 玉垣良三は, 参考論文に示されているように, その重厚, 着実な研究態度によって, 中間子

論的核力の理論の展開に, 重要な寄与をなした(, また, その主論文は, 比較的高エネルギー街域において

ち, 中間子論的核力がそのまま用いられることを最初に示したものであって, 中間子理論の発展に寄与す

るところが大である. よって, 本論文は理学博士の学位論文 として価値あるものと認める｡
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